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学習活動中に撮りためた写真画像を活用する凝縮ポートフォリオ作成支援ツールの開発
一技術科 「材料と加工に関する技術」 における実践を事例と して一 
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本研究の目的は, 実習などの実践的 ・ 体験的な学習活動を通して学習者が撮りためた写真画像を活用した凝縮ポート フォ
リ オを簡便な操作で作成できる授業支援ツールを開発することである。 フ ァイルサーバに継続的に蓄積した写真画像から , 
学習者が自己のレポートに必要な任意の写真画像を選択 ・ 読み込み, それらをテンプレート上に配置するこ とで簡便に凝

縮ポート フォリ オが作成できるツールを開発し , PictFolio と名付けた。 PictFolio を用いて, 中学校技術科 「材料と加工に
関する技術」 における試行的な実践を行った。 導入題材 「スパイ スラ ック」 の実践において PictFolioのユーザビリ テイ

を評価したと ころ , 88.2% の生徒が PictFolioの使いやすさについて肯定的に回答し , 「レポートの中で写真を好きな場所, 
大きさで貼りつけられること」 (67.6%) , 「自分で必要な写真を選択して, 集めることができるところ」 (61.8%) などの
項目への評価が高かった。 また, 主題材 「sPF 1 x 4 材を用いた自由設計課題」 の実践の結果, 92.2%の生徒が凝縮ポー
ト フ ォリ オ作成の活動を楽しいと回答した。 また, 「 レポート作成に必要な写真の取捨選択」 するこ とが 「情意の喚起に

対する効果」 , 「自己評価の向上」 , 「学び合い」 , 「今後の学習の方向づけ」 といった学習効果の生起に広範な影響力を有し
ていたこ とが示唆された。 
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1 . はじめに
本研究の目的は, 実習などの実践的 ・ 体験的な学習活

動を通して学習者が撮りためた写真画像を活用した凝縮

ポート フォリオを簡便な操作で作成できる授業支援ツー

ルを開発するこ とである。

各教科の学習指導や総合的な学習の時間等においては, 
学習者に自己の学びを振り返らせ, 自己省察を促し , 今
後の学習の方向づけを行う指導を展開することが重要で

ある。 このよう な指導の形態は, 一般的にポート フ ォリ
オと呼ばれている。 ポート フ ォリ オは, 体験的 ・ 問題解
決的学習に取り組む実践の過程において, 生徒の努力や
進歩 , プロセスや達成したこ となどの思考プロセスを記
録したものである。 ポート フ ォリ オの指導では , 「生徒
が自ら学んだことを振り返り , 生徒同士で学びを共有す
るこ とで , さらに深い学びへとつなげていく こ と」 が期
待 されている ' )。 また, ポート フ ォリ オの作成は大別し
て, 授業の終了時に当該時間で学習した内容や活動の状

況を記録する課題ポート フォリ オ, 学習のまとまりの終
末段階においてそれまでの学習過程の資料を編集し , - 
連のプロ ジェ ク ト を俯瞰的に振り返った凝縮ポート フ ォ

リ オに分けられる。 凝縮ポート フ ォリ オの効果について

鈴木 (2000) は, 自己の学習活動を振り返ることによっ
て, 生徒の表現力や文章力の向上, 生徒が自分の知識を
再構築する力の向上, 興味 ・ 関心 ・ 意欲 ・ 態度の向上, 
問題解決能力や思考力, 判断力の向上, 自尊感情や自己
効力感の向上などの効果が期待できると指摘している2)。 
また, ポート フォリ オの指導では, 生徒が自らの成果物
等を継続的に蓄積したり , 凝縮ポート フォリオを公開し
たりする活動を含んでいるため, ICT活用との親和性が
高い。 2010年に文部科学省から刊行された 「教育の情報
化に関する手引き」 においても , 「評価を充実させるた
めの ICT活用」 と して, 「学習活動の過程や成果などの
記録や作品を計画的に集積したポート フォリ オによる評

価のために , コ ンピュータ , デジタルカ メ ラなどを用い
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て児童生徒の作品を記録したり集積したりすることがで

きる」 と述べられている 3)。
このよう に , 凝縮ポート フ ォリ オには多 く の実践上の

期待がなされているものの, 小 ・ 中学校の学校現場での
実践状況は必ずしも芳し く はない。 このこ とについて筆

者らは, 実践的 ・ 体験的な学習活動を旨とする中学校技
術 ・ 家庭科技術分野(以下, 技術科) においてポート フォ
リ オ指導に対する教員の意識実態の把握を試みた。 既報

では, 技術科の 「材料と加工に関する技術」 (以下, 材
料加工学習) 4) における 「学習記録」 の指導の実態につ
いて調査を実施し , その実践状況を把握すると と もに
「学習記録」 が課題ポート フ ォリ オと しての機能を果た

しているかを検討した5)。 その結果, 多 く の教員が 「学
習記録」 の重要性を認識し , 実践に取り組んでいる実態
が把握された (実践率87.4%)。 その内容は, プロセス
重視 ・ 個別課題重視の教員ほど, 「学習記録」 の指導に
積極的であるが, 学習したこと を振り返らせる指導は不
十分であり , 指導に要する時間の確保に実践上の課題が
示された。 また, Av 機器の活用も試みられているが, 
その台数確保は困難であり , 生徒間の相互作用や学び方
の振り返り , 情報共有の視点が相対的に弱いことが示さ
れた。 さ らに, 前報では, 「まとめと振り返り」 の指導
の実態について材料加工学習に焦点を当て, 技術科担当
教員を対象と した調査を実施した6)。 その結果, 多 く の
教員が 「まとめと振り返り」 の指導を重要と考え , 実践
している実態が把握された (実践率87.4%)。 しかし , 
その指導内容は, 学習経験の振り返りが中心であり , 今
後の学習を方向づける指導は十分とは言えなかった。 - 
方, 「まとめと振り返り」 の指導における ICT活用に対
するニーズは高いのに対 して , 実際に ICT を活用 して
いる教員の割合は53.6% に留まっていた。 また, ICT活
用している教員においてもその意図はカリキュラムにお

ける 「情報に関する技術」 の学習 (以下, 情報学習) と
の接続であり , 凝縮ポート フ ォリ オ作成に対する意識は
低い傾向が示唆された。

これらの結果から技術科材料加工学習におけるポート

フォリオ指導の問題点を整理すると , ①実習指導時に確
保できるデジタルカ メ ラな どの Av 機器の台数が限られ

ていること , ②実習時に 「学習記録」 を介した学びあい
や情報共有の視点が弱いこと , ③ 「まとめと振り返り」
の指導において今後の学習を方向づける指導が不十分で

あるこ と , ④ICT活用に対するニーズが情報学習との接
続に傾斜しているこ との 4 点を挙げるこ とができる。 ま
た, このう ち④については, 材料加工学習が情報学習に
先行して実施されるため, 材料加工学習履修時の生徒の
実態と してはコ ンピュータ操作スキルが必ずし も十分で

はないこ と も危惧される。

上記の実態はあく まで技術科の教員を対象と した結果
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であるが, 同様の事情は他教科のポート フォリオ指導に
おいても生じるこ とは容易に予測される。 特に, 学校現
場における Av 機器の不足や学習者の ICT操作スキル
の不足は慢性的であり , 写真画像を活用したポート フォ
リ オ作成の指導は期待に反してほと んど行われていない

のが現状である。

そこで, 本研究では上記に把握された実態に基づいて, 
限られた ICT環境においても実践可能な形態で , 活動
中に撮り ためた写真画像を活用した凝縮ポート フォリ オ

指導を構想し , それを支援する ICT ツールを開発し , 
その効果の実践的な検証を試みるこ と と した。 

2 . 凝縮ポートフォ リオ作成支援ツールの開発
2.1 開発のコンセプ ト
教員の意識調査の結果から得られた問題点に対処する

ために, ①毎時間の実習終了後に学習状況や理解度など
を生徒に書かせる 「学習記録」 の指導を行う , ②デジタ
ルカメ ラやタブレ ッ ト端末を用いて , 教員又は生徒同士
が実習風景や製作過程を撮影し , 実習時の情報共有や学
びあいを促す, ③実習題材終了後の 「まとめと振り返り」
の学習時に, 実習中に撮影した写真画像を使用した凝縮
ポート フォリオを作成させ, 今後の学習の方向づけを行
う , の 3 点の実践方略を構想することとする。 このよう
な実践方略を実現するために, 以下の開発コ ンセプト に
即して ICT支援ツールを開発するこ と と した。 また, 
本ツールを PictFolio と名付けるこ と とする。 
開発コ ンセプト

(1) 「学習記録」 など, 実習時に生徒が継時的に蓄積した
資料をデジタルポー ト フ ォ リ オと し て コ ンピュータ

で簡便に整理できるこ と。

(2)実習指導時に確保できるデジタルカメ ラ等の Av 機器
が限られていても , 個々の生徒が写真画像を活用した
デジタルポート フ ォリ オが作成できるこ と。

(3)情報学習未履修の段階であっても , 生徒が簡単な操作
で使用するこ とができると共に, 以降の情報学習に対
する意欲の形成にも寄与しう ること。

(4)課題ポート フォリ オを編集するデジタルポート フォリ
オ作成の観点から , 生徒が自ら必要な写真画像を収集 ・
選択 ・ 使用する機会が提供されること。

(5)生徒の作成したデジタルポート フ ォリ オを , データと

して保存 ・ 管理し , 相互閲覧や共有化ができること。 
2.2 学習環境の構成と学習活動のデザイン
構築する学習環境は, デジタルカメ ラと無線 LAN内

蔵 SDHC メ モリ ーカー ド , 又はタ ブレ ッ ト端末と クラ
ウ ドサー ビスと連携した写真撮影アプリ ケーシ ョ ン, パ

ソコン, PictFolioで構成する (図 1 )。
製作実習時の場面において, 教員又は生徒同士がデジ
タルカメ ラ又はタブレ ッ ト端末で実習風景や製作作品, 
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図 1 学習環境及び活動のデザイ ン

実習で使用した道具などを撮影していく 。 デジタルカメ

ラであれば無線 LAN内蔵 SDHC メモリーカードを使い, 
タ ブレ ッ ト端末であればクラウ ドサー ビスを用いて写真

画像を自動的に教員用 Pc に転送する。 転送した写真画
像は指導日時やクラスごとにフォルダを作成し , 管理す
る。 特に , タ ブレ ッ ト端末の場合には , クラウ ドサービ
スと連携した写真撮影 ・ 転送アプリケーショ ンを使用す

るこ とで , 授業開始時にその都度, 転送先のフォルダを
新設できるため, 授業後に撮影した写真画像を整理する
手間が生じない。

授業終了時に生徒は, 課題ポート フォリオと しての学
習記録を手書きで記述していく 。 その際, その日に教員
が撮影した写真画像を教室全体に提示することで, 学習
記録の記述内容と関連づけた情報の共有, 学びあいの促
進に活用する。 このよう にして, 生徒の手元には逐次的
に記述された学習記録が, PC又はサーバ上にはクラス , 
撮影日時などが記された授業ごとのフォルダに写真画像

が蓄積されていく 。

製作実習の取り組み終了後は, 蓄積された写真画像を
用いたデジタルポート フ ォリ オの作成を行わせる。 デジ

タルポート フォリ オの作成では, 教員用 Pc に蓄積した
写真画像をクラスごとに PictFolio に読み込ませる。 ま
た , 教員は PictFolio上にデジタルポー ト フ ォリ オの書
式をあらかじめテンプレート化 してお く 。 こ れを Pc 教
室内のフ ァイル転送機能を用いて生徒用 Pc に配布し , 
「まとめと振り返り」 の授業を行う。 「まとめと振り返り」

の授業ではまず, 生徒に読み込ませた写真画像の一覧か

87 

ら自分のデジタルポート フォリ オ作成に必要な写真画像

を取捨選択させる。 生徒は, 実習時に記述した 「学習記
録」 の内容を振り返り , 選択した写真画像を用いて, デ
ジタルポー ト フ ォ リ オのテンプレー ト上にレポー ト を作

成していく 。

2.3 デジタルポートフォ リオ作成支援ツールの開発

2.3.1 PictFolioの主な機能
前述した学習活動を実現するために, PictFolioには, 

次のよ う な機能を実装し た。 開発は , M icrosoft 社の

Excel に搭 載 さ れ て い る VBA (Visual Basic for 
Applications) で行った。
2.3.2 PictFolioの構成

PictFolioは基本設定, 画像選択, レポート作成の 3 種
の画面で構成し , 画面が相互に動作の連携 ・ 画面切り替
えを行う こ とができる (図 2 )。 PictFolioの操作の流れ
を次の①~④に示す (図 3 )。
①画像の読み込み

基本設定画面において画像読み込み対象となるフォル

ダを指定し , サブフォルダ名や画像フ ァイル名を読み込
む。 対象となるフォルダ名及び画像フ ァイル名に対して

は , キーワー ド検索によ って条件に合致するものだけを

抽出することができる。

②画像一覧生成

①で指定したフォルダから写真画像を読み込み, 一覧
表示し , 画像選択画面を生成する。
③画像の選択 ・ 集約

生成された画像選択画面において, 画像の選択を行う。 
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図3 PictFolioの操作の流れ
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選択された写真画像はレポート作成画面の左側に一覧表

示されていく 。

④レポート作成

選択された写真画像を用いてレポート を作成する。

⑤保存 ・ 印刷

製作途中のレポート を保存するこ とができる。 また, 
完成後の印刷やPDF保存を行うことができる。 

3 . 凝縮ポートフォ リオ作成支援ツールを用いた
試行的実践

3.1 PictFolioのユーザビリテイ評価
開発した PictFolioが実際に生徒にと って使いやすい
ものであるか, そのユーザビリ テイを評価するこ と を目

的に, 試行的な実践を行った。
3.1.1 方法
(1 )対象生徒
国立 H大学附属中学校 1 年生34名 (男子18名, 女子

16名) を対象に, PictFolio を用いた実践を行い , ユーザ
ビリ テイを評価した。 対象生徒は, 技術科材料加工学習
において先行題材である 「SPF材を用いたスパイスラ ッ
クの製作」 (計13時間) に取り組んでいた。
(2)実践の概要
生徒は, 「sPF材を用いたスパイ スラ ックの製作」 の

実習時に, 毎授業終了時に作業内容や感想 ・ 考察を 「学
習記録」 と して継時的に記述していた。 その際, 担当教
員はクラウ ド端末と して iPod touch, クラウ ド連携写真
撮影アプリケーシ ョ ンと して JUNG DISK 社のQuick 
Shot, ク ラウ ドサー ビス と し て DropBox を使用 し , 実
習時の生徒の様子を撮影した。 撮影した写真画像は, ク
ラウ ドサー ビス上で授業ごとのフ ォルダに蓄積した。

「まとめと振り返り」 の指導では, クラウ ドサー ビス
上の写真画像を PC室のフ ァイルサーバにフ ォルダごと

コピーし , PictFolioに読み込ませた状態で生徒に配布し
た。 レポート作成の授業では, 導入の10分間で 「まとめ
と振り返り」 の意義, PictFolioの使い方を説明した。 そ
して, 残りの40分間を各自のレポート作成作業と した。 
レポートの記述観点は, ①情意の喚起に対する効果, ②
学び合い, ③自己効力感の形成, ④自己評価の向上,
⑤今後の学習の方向づけと した。 作成したレポートは, 
PDF フ ァイルと して出力させ, PC室のフ ァイルサーバ

で集約した。

(3)調査項目
調査項日は, PictFolioのユー ザビリ テイを評価するた
めに次の 4 項目を設定した。
① 「コ ンピュータ を使って製作レポート を作成した今日

の授業は楽しかったですか」

② 「コ ンピュータや情報に関する学習に興味 ・ 関心を持

っ ことができましたか」

③ 「レポート作成に使用したソフ トは使いやすかったで

すか」

④ 「製作レポート をコ ンピュータで作成するこ とについ

てどのよう に思いますか」

①と②については 「とても」, 「少し」, 「あまり」, 「まっ
たく」 の 4 件法による回答と した。 ③については, 「写
真がテーマごとに分かれて一覧表示されていると こ ろ」 , 
「一覧表示されている写真の中身を大き く 表示して確認

できると ころ」 , 「自分で必要な写真を選択して, 集める
ことができるとこ ろ」 , 「レポートの中で写真を好きな場
所, 大きさで貼りつけられること」 , 「レポートの中で文
字を書く 位置や枠を自由にレイ アウト できると こ ろ」 , 
「 レポートの中で , 矢印, 記号 , イ ラスト など, いろい
ろな部品が使えるとこ ろ」 から複数選択可と して回答さ

せた。 ④については, 「写真入り でカラーのレポートが
作れるとこ ろが良い」 , 「レポート をつく る時, 何度でも
書き直したり , 修正できるところが良い」 , 「手書きのよ
う に, 字のきれい, きたないがなく , 活字で作成できる
とこ ろが良い」 , 「作成したレポート をデータと して残し
ておけると こ ろが良い」 , 「 コ ンピュータを操作するこ と
が楽しいので良い」, 「他の人が作ったレポートをコンピュー
タの画面上で見られるとこ ろが良い」 から複数選択可と

して回答させた。

3.1 .2 実践の結果と考察
実践の結果 , PictFolioの 「使いやすさ」 に対 しては

「とても使いやすい」 (38.2%) , 「まあまあ使いやすい」
(50.0%) , 「少し使いにくかった」 (11.8%) , 「とても使
いにくかった」 (0.00%) となり , 全体の88.2%の生徒が
肯定的に回答した。 具体的な機能に対する使いやすさの

集計結果を表 1 に示す。 その結果, 「レポートの中で写
真を好きな場所, 大きさで貼りつけられるこ と」 (67.6 
%) , 「自分で必要な写真を選択して, 集めることができ

表 1 PictFolio で使いやすいと感じた具体的な機能

_
人数 割合

レポートの中で写真を好きな場所, 大きさで貼りつけられるところ 23 67. 6% 
自分で必要な写真を選択して, 集めることができるところ 21 61. 8% 
レポートの中で, 矢印, 記号, イラストなど, いろいろな部品が使えるところ 21 61. 8% 
一覧表示されている写真の中身を大き く 表示して確認できるところ 17 50. 0% 
レポートの中で文宇を書く位置や枠を自由にレイアウトできるところ 16 47. 1% 

_
写真がテーマごとに分かれて一 覧表示されているところ 14 41 . 2% 
N=34 
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表 2 凝縮ポート フォ リオをコンピュータで作成するこ とに対する印象

_
人数 割合

写真入りでカラーのレポートが作れるところが良い 25 73.5% 
手書きのように, 宇のきれい, きたないがなく , 活字で作成できるところが良い 23 67. 6% 
レポートをつくる時, 何度でも書き直したり, 修正できるところが良い 21 61.8% 
コンピュータを操作することが楽しいので良い 19 55.9% 
作成したレポートをデータとして残しておけるところが良い 16 47. 1% 
他の人が作ったレポートをコンピュータの画面上で見れるところが良い 6 17.6% 
N=34 

ると こ ろ」 (61.8%) などの評価が高かった。 また , 凝
縮ポート フ ォリ オ作成の学習に対しては, 「写真入り で
カラーのレポートが作れると こ ろが良い」 (73.5%) , 
「手書きのよう に, 字のきれい , きたないがなく , 活字
で作成できると こ ろが良い」 (67.6%) と回答すると共
に, 97.0%の生徒が情報分野の学習に興味 ・ 関心を持つ
ことができたと回答した (表 2 )。 PictFolio使用に対す
る生徒の感想を以下に示す。

・ コ ンピュータで振り返り をするこ とは少ないので , は
じめはとま どったけ ど楽しかった。

・ レポート製作がしっかり出来たので良かったです。 パ

ソ コ ンで使いやすく レポート を書けたので良かった。

手書きより もきれいに書けた。

・ レポート を作ったことで実習のことが思い出せて良かっ

たです。

こ れらの結果から , 開発した PictFolioが凝縮ポート
フォリオ作成支援ツールと して適切な機能とユーザビリ

テイを有しているこ とが確認された。

3.2 PictFolio を活用したデジタルポートフォ リオ指導
の試行的実践

ユーザビリ テイの確認 された PictFolio を用いて , 凝

縮ポート フォリオ作成の学習指導を実施し , その学習効
果を検証すること を目的と した。

3.2.1 方法
(1 )対象生徒

H県 N市立 K中学校 2 年生218名 (男子108名, 女子
110名) を対象と した。 対象生徒は, 技術科材料加工学
習において先行題材である 「レターラ ック」 と sPF 1 X 
4 材と 3の軟鋼棒を用いた自由設計課題 (主題材) 「生
活に役立つ製品を作ろう」 の製作実習 (計23時間) に取
り組んだ。

(2)実践の概要
主題材 「生活に役立つ製品を作ろう」 の実習では, 課

題ポート フォリオと して, 毎授業終了後, 生徒に作業内
容や感想 ・ 考察を 「学習記録」 と して継時的に記述させ

た。 また, 担当教員は実習における生徒の様子を 1 台の
デジタルカメ ラで撮影し , 蓄積していつた。 同様に, 各
授業で使用した工具や材料の写真などもレポート作成に
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使用できるよう撮影していつた。 なお , こ こでデジタル
カメ ラを使用したのは, 実践校の技術室では w iFi 環境
が構成されていなかったためである。 作成した製作品と

学習記録の例を (図 4 ) に示す。 主題材における製作品
の完成後に, 「まとめと振り返り」 の指導と して , 継時
的に蓄積した写真画像を用いた凝縮ポート フォリオ作成

の授業を実施した。 レポート作成の授業では, 導入の10 
分間で 「まとめと振り返り」 の意義, PictFolioの使い方
を説明した。 そして, 残りの40分間を各自のレポート作
成作業と した (図 5 )。 レポートの記述観点は, ①完成
までの製作実習のなかで一番印象に残った作業やエピソー

ド, ②完成した製作品を振り返って 「満足していること」, 
「満足していないこと」, (E)今回の製作実習全体を振り返っ
て, 「学んだこ と」 , 「大切だと思ったこ と」 , 「教訓とな
るポイ ント」 , ④今回の製作実習の経験を活かしての今
後の課題である (図 6 )。 完成したレポートは, プリ ン
タで印刷し , 廊下に掲示し相互閲覧を行わせた (図 7 )。 
(3)調査項目
調査項目には, コ ンピュータ を用いたレポート作成へ
の印象 , 凝縮ポート フォリ オ作成時の思考内容を把握す
る項目と 「まとめと振り返り」 の指導の効果を把握する

項目を設定した。 凝縮ポート フォリオ作成時の思考内容

を把握する項目では, レポート作成時の思考内容の重点
を把握するために, 以下に示す 8 項目を設定した。
①レポート作成に必要な写真の取捨選択

②わかりやすい写真のレイ アウトの工夫

③製作過程における成功体験の想起

④製作過程における失敗体験の想起

⑤製作過程における印象に残った作業やエ ピソー ドの想

起

⑥完成した製作品に対して満足している点, 満足してい
ない点の考察

⑦製作実習全体を振り返って 「学んだこと」 の考察

⑧学んだこと を今後の生活に生かしていく ための課題に

関する考察

また, 「まとめと振り返り」 の指導の効果を把握する
項目では以下に示す 5 観点, 計14項目を設定した。
①情意
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図 4 生徒の製作品と学習記録の例

図 5 PictFolio を用いた凝縮ポート フォリオ作成の様子
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図 6 作成した凝縮ポートフォ リオの例
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図 7 完成レポートを相互閲覧する様子

表 3 凝縮ポートフォ リオ作成時の思考内容

製作過程における失敗体験の想起 3. 59 0. 56 
レポー ト作成に必要な写真の取捨選択 3. 50 0. 61 
製作過程における印象に残った作業やエ ピソー ドの想起 3. 49 0. 62 
完成 した製作品に対 して満足 している点, 満足していない点の考察 3. 48 0. 61 
製作過程における成功体験の想起 3. 39 0. 64 
製作実習全体を振り返って 「学んだこ と」 の考察 3. 37 0. 59 
学んだこ と を今後の生活に生かしてい く ための課題に関する考察 3. 22 0. 65 ーわかりやすい写真のレイ アウ トの工夫 3. 13 0. 68 

N=218 
表 4 凝縮ポートフォ リオ指導の効果

_
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・ 今回の製作実習は楽しかったですか。

・ 製作実習を終えてあなたの製作品に対する満足度はど

の程度ですか。

・ 材料加工の学習に対して興味 ・ 関心が前より も高まり

ましたか。

②学び合い

・ 今回の製作実習であなたが学んだこと を他の人に適切

に伝えられそう だと思いますか。

・ 他の人が作成したレポート を見て自分の学習の参考に

するこ とができましたか。

③自己効力感の形成

・ 学習前に比べて材料加工の知識や技術が身についたと

思いますか。

・ 材料加工の学習を通して, ものづく りに自信がつきま
したか。

3.2.3 実践の結果と考察
実践の終了後, 調査結果を集計した。 その結果, 「 コ
ンピュータ を使ってレポート を書 く のは楽しかったです
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か? 」 との質問に対しては, 「とても楽しかった」 (45.4 
%) , 「まあまあ楽しかった」 (46.8%) , 「あまり楽し く
なかった」 (6.0%) , 「まったく楽し く なかった」 (1.8%) 
となり , 全体の92.2% の生徒が肯定的に回答した。
次に , 「凝縮ポート フ ォリ オ作成時の思考内容」 を把
握する 8 項目についての集計を行った ( 4 件法)。 その
結果, 全ての項目において肯定と否定の境界である平均
値2.50を上回った (表 3 )。 特に 「製作過程における失
敗体験の想起」 (3.59) , 「レポート作成に必要な写真の
取捨選択」 (3.50) , 「製作過程における印象に残った作
業やエピソードの想起」 (3.49) などは高い平均値が得
られた。 同様に, 凝縮ポート フォリ オの指導の効果を把
握する 5 つの観点について集計した ( 4 件法)。 その結
果, いずれの観点についても平均値2.50を上回った (表
4 )。 特に, 「自己評価の向上」 (3.27) , 「情意の喚起に
関する効果」 (3.16) , 「今後の学習の方向づけ」 (3.13) , 
「自己効力感の形成」 (3.05) においては平均値3.00を超
える高い効果を得ることができた。 
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表 5 凝縮ポートフォリオ作成時の思考内容と学習効果との重回帰分析

_
重回帰分析 .f t) ANOVA 
自己評価の向上 0.56 F(8,20g)=12.24 p<.01 
学びあい 0.52 .F(8,20g)=9.71 p<.01 
自己効力の形成 0.42 F(8,20g)=5.47 p<.01 - の学習の方向づけ 0.61 F 820g =15 .50 p < .01 

<程結ポートフォリオ作成時の思考内容> <学習効果> 

0.10<β<0.25 1 β≧0.25 >
図 8 凝縮ポートフォ リオ作成時の思考内容と学習効果との関連性

凝縮ポート フォリオ作成時の思考内容が学習効果の生

起に適切に寄与しえたかどう かを確認するために , 重回
帰分析を行った (表 5 )。 その結果, いずれの重回帰分
析においても有意な重相関係数が得られた (R= 0.42~ 
0.61)。 また, v IFはいずれも1.27~ 1.67の範囲であり , 
多重共線性は認められなかった。 そこで得られた有意な

標準偏回帰係数を用いてパスダイ アグラムを作成した

(図 8 )。 その結果 「レポート作成に必要な写真の取捨選
択」 , 「製作過程における印象に残った作業やエピソード
の想起」 などの凝縮ポート フォリオ作成時の思考内容が, 
「情意の喚起に対する効果」 , 「自己評価の向上」 , 「学び
合い」 , 「今後の学習の方向づけ」 といった学習効果の生
起に広範な影響力を有していたこ とが示唆された。 一方, 
「自己効力感の形成」 については, 「製作過程における印
象に残った作業やエピソードの想起」 から特異的な効果

が認められた。 しかし , 「わかりやすい写真のレイ アウ
トの工夫」 についてはいずれも有意な影響力は認められ
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ず, 学習効果の生起には寄与していないことが示唆され
た。

これらの結果から本実践においては, PictFolio を用い
た凝縮ポート フォリオ作成による思考内容の深まりによっ

て, 「まとめと振り返り」 の指導における適切な学習効
果を得るこ とができていたこ とが示唆された。 

4 . まとめと今後の課題
本研究では, 実習などの実践的 ・ 体験的な学習活動を
通して学習者が撮りためた写真画像を活用した凝縮ポー

ト フォリオを簡便な操作で作成できる授業支援ツールの

開発を試みた。 結果を以下に整理する。

1 ) ①蓄積した資料を簡便に整理できること , ②少ない
Av 機器でも写真画像を活用できるこ と , ③簡単に操
作できて, 情報学習に対する意欲の形成ができること ,
④写真画像を収集 ・ 選択 ・ 使用する機会が提供される

こ と , ⑤作成した凝縮ポート フ ォリ オを , データと し
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て保存 ・ 管理し , 相互閲覧や共有化ができることの 5
点をコ ンセプト と して , 凝縮ポート フ ォリ オ作成支援

ツール PictFolio を開発した。 PictFolioは, ①画像の
読み込み, ②画像一覧生成, ③画像の選択 ・ 集約, ④
レポート作成の各機能で構成される。

2 ) 開発した PictFolioのユー ザビリ テイを評価するた
めに, 技術科材料加工学習における導入題材 「スパイ
スラ ック」 の実践に試用した。 その結果, 88.2%の生
徒が PictFolioの使いやすさについて肯定的な回答を
した。 具体的な機能と しては, 「レポートの中で写真
を好きな場所, 大きさで貼りつけられるこ と」 (67.6
%) , 「自分で必要な写真を選択して, 集めることがで
きるとこ ろ」 (61.8%) などの項目への評価が高かっ
た。 また , PictFolio を用いた凝縮ポート フ ォリ オ作
成の活動を通して, 97.0% の生徒が情報分野の学習に
も興味 ・ 関心を持つことができたと回答した。

3 ) ユー ザビリ テイの確認された PictFolio を用いて ,
材料加工学習における凝縮ポート フ ォリ オ作成の指導

を実践した。 先行題材 「レターラ ック」 , 主題材 「SPF
1 X 4 材を用いた自由設計課題」 とする実践の結果, 

92.2% の生徒が凝縮ポート フォリ オ作成の活動を楽し
いと回答した。 また, 「必要な写真の取捨選択」 な ど
の凝縮ポート フ ォリ オ作成時の思考が, 「情意の喚起
に対する効果」 , 「自己評価の向上」 , 「学び合い」 , 「今
後の学習の方向づけ」 といった学習効果の生起に広範

な影響力を有していたこ とが示唆された。 また, 「自
己効力感の形成」 については , 「製作過程における印
象に残った作業やエ ピソー ドの想起」 からの効果が認

められるなど, PictFolio を活用した本実践が凝縮ポー
ト フォリオの学習指導を適切に支援していたことが示

唆された。

今後は, 開発した PictFolio を技術科材料加工学習以
外の学習活動に試用し , その効果を継続的に確認してい
く 必要がある。 その上で , ツールのユーザビリ テイ をよ

り高められるよう , 改善を図ってい く 必要があろう。 
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